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Abstract Since the conclusion of Kyoto Protocol， the necessity for rationalization of energy use 
has been increased. Th巴r巴fore，it is advisa ble that an escalator is contro lled to pause during no user. 
Now a photo -electric sensor is used for esca lator control， but a pole to instal the sensor is needed. 
Then， a new type of approach sensor using th 巴 semiconductor laser and the CCD camera has been 
studied. The laser beam which focused perpendicularly by the cylindricallens is irradiated at a target 
in only the field 1 of the interlace video signal， and is observed by a CCD camera. Th巴 irradiation
訂 eaof las巴rbeam is obtained by subtracting field n from field I. If the area is increasing in time， it 
will be judged that the target is approaching. Moreover， the error decreases by using a visible -light 



















































ば、現行の NTSC (National Television Svst.em 
Commit.tee :米国テレビ放送方式標準化委員会)方式を
例として見ると、動作は図 1の様になる。












































































































































































































































































3m 静止 x 
3m 30cm進入 x 
2.7m 20cm進入 x 
2.5m 50cm退出 x 
3m 50cm進入 x 
2.5m 50cm進入 。
2m 静止 x 





1m 静止 x 




O.8m 20cm退出 x 
1m 50cm退出 x 



























































c. ij' 500 
召
1軍
輸 1m
A 2m 
E覇 3m
嘩可視光カットフィルタ無し
O可視光カットフィルタ有り
10 20 
試行回数[回]
図8 ぱらつき誤差(可視光カット)
5.5 可視光カットフィルタを用いた進入検出
戻り光量が減少する事で、結果にどの様な影響がある
かを調べるため、可視光カットフィルタを装着した状態
で、距離に対するレーザ光照射面積の関係を調べ、セン
サの分解能を求める。 S5.1での測定と同様に 3m地点
から接線を引き、傾きから分解能を求める。結果、可視
光カットフィルタを用いていない時に比べ、 1cmの進入
に対し、 0.8ピクセルしか増加しない事が判った。しか
し、 85.4で述べた様に、ぱらつき自身が減少している
ので、結果的には分解能には影響がないものと考えられ
る。
反射板を敷き詰めた場合は、全体の戻り光量が多くな
っているため、影響はほとんどなく、 1cmの進入に対し
1.3ピクセルの増加を示した。
可視光カットフィルタを装着した状態で、 85.3で行
ったのと同様の測定を行った。可視光カットフィルタの
みを用いた場合の結果は、可視光カットフィルタを用い
ていない時のものと同じで、 2.5m以内であれば進入を
検出する事ができた。これにより、可視光カットフィル
タを用いる事による影響はなく、十分な結果が得られた
と考えられる。しかし、 85.3で行ったのと同様に、 2m
地点、から、分解能として設定した 30cm丁度の進入を試
みたところ、反応を返す事はできなかった。よって、今
回の測定には影響は見られなかったものの、進入距離あ
たりの検出値の増加数は減少しているため、若干、検出
可能距離は短〈なっているものと考えられる。
可視光カットフィルタと反射板を用いた場合、検出範
囲が伸び、 3m付近で反応が現れた。しかし、 3m地点か
ら分解能丁度の進入に対しては反応しなかったため、距
離に対する増分は、それほど大きくなっていないと言え
る。この結果は、反射率の非常に高い反射板を床に敷き
詰めた、言わば極端な状況下であるので、床の反射によ
る戻り光量が非常に大きくなり、一見、精度が向上して
いる様にも見える。しかし、予期していない外乱による
影響であると考えられるので、実際には、二値化の際の
しきい値の最適イ七等によって、この「床からの戻り光の
影響」も極力取り除く必要があると考えられる。
6.まとめ
CCDカメラと半導体レーザを組み合わせて用い、進入
検出に特化したセンサを試作し、その特性を検証した。
画像膨張による進入検出は、画面のピクセル単位によ
る変化を観測する事ができるので、分解能も実用で 10
~数 10cmのものが得られた。また、可視光カットフィ
ルタを併用する事で、結果に大きな影響を与えず、蛍光
灯照明による外乱を取り除く事ができると判った。また、
1フレーム分の画像を2つの成分に分け、減算を行う事
半導体レーザを用いた画像膨張による進入検出センサ 43 
でレーザ光の照射面のみを取り出せる様にし、ターゲッ
トの抽出が容易となっているため、オンライン化・処理
の高速イじが、簡単に実現できるようになると考えられる。
以上により、CCDカメラと半導体レーザを組み合わせ、
画f象膨張による進入判定を行う事で、エスカレータに組
み込む事の出来る小型の進入検出センサとして利用でき
る可能性を示す事ができた。
今後は、 FPGAを用いたハードウェア設計によって測
定をオンライン化し、より誤動作の少ない進入検出セン
サの開発を目指す。
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